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東 識 バイ ポー ラ 形 デジ タル ン リニア 集積 回 路 
ジリ コジ 所 ノリ シッ ク 


技 術 資 料 


O テ ジ タ ル オー ディ オ 用 16 ビ ッ ト A プ D コン バー タ 


TD6704P に は, PCM デジ タル オー ディ オォ 機器 必 と し て 上 距 
先 さ れ た 16 ビ ッ ト A ム ノン D コン ペー タ タ で す 。 
ュ ノ D 変換 に 必要 な デジ タル 回 路 と リニア 回 路 を 集積 化 


し , 少数 の 外 付 部 品 で ステ レ ォ 信号 の メン D 変換 が で き 
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3 7.5MAX 
7.0 三 0.2 


・ 28 コン プリ メン タリ コー ド の シリ アル 出力 が 得 られ 
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・ 交互 変換 方 式 の 2 チャン ネル 回 忠 を 内 意 し , ステ レオ 信 


・ 変換 時 間 は 10zs ン ch 以下 で , 30kHz か ら 50kHz ミ で の 


6 ear - DIP28-pP-600 
ブリ ング が 可能 で す 。 


( DAT 選 AaZD コン バー タク と し て 最 遠 で す 。) 
・ デュ テア ルス ロー プ 積 分 方 式 


* SN 90dB, THD 0.005% 


Yoca 
AO0UTR 
SINR 
GND A 
AINR 
Y ィ 
TREF 
GND S 
AINL 
GND 4 
SINL 
AOUTL 


YEEA 
TADJ 


より 6704Pー1 
1990-4-26 


株 式 会 社 素 愛 


TOSHIBA 集積 回 路 


技 術 資 料 


エ D6704pB 


電気 的 特性 ' 
( 特に 指定 な き 場 合 , Ta=25 や て, VCC AVCC = Vppt = 5V, VEFA テ ー10V ) 


fOsC 三 97.23MHz 下 A 
= ミダ ー6.5 
3 4.5 
= ニー 5.0 mA 
mA 
= 5.0 
Y 
= 1.0 
*H'" レベ ルレ | 1 TH Yrg 三 2.0Y 8 ッ | 6 


Yir 三 1.0Y | 


側 定 回 路 一 1 : 応用 回 中 を 使 属 


GT1Ai3(②) 


TA13( つ ) 


TD6704pB 


茎 本 ブロック 図 


タイ ミン グ 回 路 


DATA 
0UTPUT 
に くき 
K 
XN 
iQ 
内 
や ァ 
か 四 
必 可 
S の 
(、) sFr ck 


TD6704P-3 


TOSHIBA 集積 回 路 


14!373 つ 


DB マロ 4 


各 端 子 の 要 能 説明 


機 


ECL ロ ジッ ク 部 の 正 電源 適 子 ( 1 ピン と 同じ 5SY ) 


Rcn, Lcn の 変換 動作 切 堆 信 号 入力 適 子 。 
立 上 が り ニ ッ ジ で Ln 入力 が サン プル ホー ルド され "RE レベ ル 期 韻 で 
AD 変換 され ます テ 。 ま た, この 期間 中 に その 前 に 変換 され た Raa 
の デジ タル デー タ を シリ アナ ル に 取り 出す と と が で きま きす 。 


突 換 され た デジ タル デー タ を シリ アル に 取り 出す た め の シ フト ク 
ロッ ク 入 力 適 子 。 


TTL ロ ジッ ク 部 の グラ ンド 育子 (GNDp) 


デジ タル デー タ 出 力 端子 。 デ ー タ は SFT の 立 下がり に 同期 し て 
MSB か ら 出 力 さ れ ま す 。 


TTL ロ ジッ ク 如 の 正 電 源 適 子 (syY) 


ECL ロ ジッ ク 部 の グラ ンド 端子 


オー デシ で 使用 し で くだ さい 。 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー テ ーー ュー 
アナ ログ 部 負 電 源 敵 子 


電 太 比 調整 英子 
放電 電流 IM と :L の 比 を 正確 に 128 ・1 に 設定 する た め YVpsA 
と の 間 に 3kQO の 半 固 定 抵抗 そ を 設 け ま す 。 

(通常 3kQO の 固定 抵抗 を 接続 し ます 。) 


アナ ログ 部 負 電 纏 痢 子 


Lcn 分 アン プ 出 力 痢 子 。 
和信 力 と この間 に 生 分 員 コ ン デ ン サ を 探 続 し ます 。 


TD6704P-4 
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技 術 次 料 
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SINL | L。』 ア ナ ロ グ 信号 入力 半 


衝 分 基準 電光 入 力 敵 (グラ ンド 電位 ) IaEr に 流し 込む 電流 を 


Tref と する と , IM 王 4【r。f, エエ ニ 1 ン 32・【。。( の 二 重 入 分 が 行 な 
われ る 。 


コン バレー クタ 基 意 電圧 入 7 
竹 分 器 出力 と V+ が 一 到 


や o 


Rch 積分 アン プ 入 力 机 子 


Rc』 アナ ログ 信号 入力 端子 


Rcn 柄 分 器 出力 端子 。 
入力 と の 間 に 生 分 用 コン デン サ を 接続 し ます 。 


アナ ログ 部 正 電 原 英 子 


TD6704P-5 


て は さき]1373) 


株 式 会 社 東芝 


TOSHIBA 集積 回 路 


GT1A13(2) 


TD6704P 


reft 
ググ” 
D 変換 の 基本 動作 
| 1 を 1 寺 1 RP 
Lo ( 元 電 ) Vs に 与え られ た アナ ログ 電圧 を CK 充電 
"する se 
Si (サン プリ ング ) S1 を OFF す る と と に より 直前 の 
生 王 を C に 保持 する 。 
(変換 -1 ) S2 が ON し て C を 定 電 泊 IM で 放電 し , 
- C の 電圧 (0 の 。) が V+T に な っ た と と ろ で S2 を OFF し 
ON カウ ント 


て 停止 する 。 
と の 間 上 和 位 M カ ウン タ が fcg を 計数 する 。 


(変換 -2) の 。 が Vr に な る と S3 が ON し て 定 電 
旅 It で 放 志 し , の 。 が 0V に な っ た と と ろ で S3 を 
OFF し て 停止 する 。 と の 間 下 位 L カ ウン タク が (ck を 
計数 する 。L エ カウ ンタ に キィ リー が 発生 し た 場合 は 
M カ ウン タク に 桁 上 げす る 。 


( 変 箕 終 了 ) 上 記 動 作 が 全て 終っ た 時 の L カ ウン タ , 
M カ ウン クタ の 内 容 を 連結 し た も の が ん A ノ D 変 換 さ れ た 


ナジ グル デー タダ で ある ろ る ゅ 。 
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TD6704P-6 
より 90 ニ 4ー タ 6 
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ーーーーーーーーーーーーーーー な 


還 ア ー と 99Y (/ 田 アー と 439 ロ 


TD6704pP 


昌 SN 
1 


集積 回 路 


ドコ 還 み の 攻 だ な 1 


8 覧 の 1dj ZE ニ 1HS」 (1- 陣 ) ・ 
サー4 了 所 ミル を 刀 夏 


TOSHIBA 


株 式 会 社 東和 
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1 U 
所 GGGOCGGQOGGBGGGOGGCOGCGGODIEY 
| 


GTiA13(②) 


ロ 
ず 
〇 
Fn 
*O 
和 
F ロ 


積 回 路 


TOSHIBA 集 


技 


d0j 目 dS」 11JZ 
< ーーーー = テル 還 還 唄 遂 を 
6 十 86 【 【 


Eo 准 完 i 持 弄 20 タ で の TU つの まま せら の 選 党 党 の 吾 動 TU 麟 の と な の 各 量 (CEY 
ーー 立 うう 玉林 征 釘 SC02 紀 dd せ 人 太 の の / ぐ ロ と tdS 講和 サ 朋 の 各 踊 1U TI 


量 届 

を と MY 押 を ター と 95 ィ 
EET2 マ テス 時 0 EDU ジ 4 も 0960600090090000 
HST SA 


クア アグ デデデ カテ 


| ビビ 


准 遂 や ィ 党 メ ZZ と <r や mr 導 導 Pu 還る 選べ の 


せ 角 の 1dJ ャ 9 テニ HdS」 (Z 一 陣 ) 


VLYVO 


上 LHS 


EUV 
s 嘩 人 せ 身 


1 
qaND 


て お る 7 04 アー8 


SR 


生生! 


TOSHIBA 集積 回 路 
技 術 資料 [ 


応用 回 路 例 


〇 ! 


Rch 信号 入力 


VIitEF 


VoOF 


に コ 

〇 デー 
己 己 
> デ 


L cn 信号 入力 


YccA AO0T R GND S GND A AOUTL AD 
SINR N AINL SIN 上 VEEA 


VcCcg VEEa XN GND L DourT YppLu GNDE NC VrEuA 
りり の の の りり ⑨⑦@⑨@ 〇 ぐ ⑨⑳ 0 2 


アー 


1 『 1 
SAW 共振 子 中 回 税 肖 で -10Y 
hh SN に に は に 
王 9729 TS m ピコ 
5Y 1 巡 品 の ミ =。 
( 東芝 F1381K ) ふ FNN 喧 ふい 5 
購 ビ ] 肥 .! 計 る 
3 ih. へ 


き 号 源 は 十分 低 イ ン ピ ー ダ ンス で 了 動 し て くだ さい 。 

乏 性 向上 の た め 18, 20, 22, 24, 26 ピ ン は GND で ガー ドリ ング マタ ー ン を 形成 し , 配線 ( 
極力 雲 か くし て くだ さい 。 

積 人 コン デン サ は ポリ スチ ロー ル 品 を 用 いて , 内 側 端子 を AIN に 外側 を AOCT に し ます 。 
外部 定数 は 標 館 的 な 値 で す 。 

fsFT グ 32fnr(fsrm=64far 等 ) の 場合 に , Dourr (10 ビ ン ) の 立ち 上 り 特 條 改善 の た め , 
VppL に 2.7kQO で プル アッ プ 顧 いま す 。 

SAW 甘 肖 子 F63KM ま た は F63SM 使 性 時 は まき 印 の コン デン サ の 値 を 変更 し て 下さ い 。 


TOSHIBA 上 集 杭 回 路 


TD6704P 


TD6704P 主 人 琴 手順 
( 部品 名 称 は 応用 回 路 例 を 参照 台 い ます 。 ) 


1. Yr の 調整 (下位 7 ビッ ト に 対応 する コン パレ ー タ 基 道 富 位 の 設定 ) 
Y+T ( 23 ピン ) を , トリ マーYRr を 使い , -150mV に に 設定 し きす 
この 1 V+ | 
、 ョ っ に 、 = 5 レン ・ 1 N : 
名 オフ ャ ッ ト の 調整 ( 積分 器 出 力 の セン ター レベ ル Yo の 設定 。 Vc モーラ ーー ニーー ラ ーー ) 
Leh,Rch 信号 入力 を , DC 0Y に し た 状態 で , トリ マー VHRor を 使い , 積分 器 出力 Yo 
し も uh 17 ピン 。 明 c』 1 27 ピン ) が 将 一 | Yaax1 ブ 2 と な る よう 爺 二 定 し まず 。 * 


VrNwax : 入力 信号 最大 振 修 


3. Ingr の 調整 
次 に , トリ マー YRangr を 使い , デジ タル デー タ 出 力 Dour ( 10 ピン ) が 最小 と な る よう に 
設定 し ます 。 と れ は 征 分 器 出力 の セン ター レベ ル に 対し て Dour 出力 を デジ タル 0 に 近づけ る 


作業 で す 。 


下位 7 ビッ ト AD 変 8 マイ ナス 便 プラ ス 合 
5 ん ピル オフ セッ ト オフ セッ ト 


/ 
> 


コー ャ ーー ーー デポ Jp9 計数 変換 
| 


積分 器 出力 電圧 上 位 9 ビ ピット AD 変換 オフ セッ ト 0 


① rar = 最適 値 ( DouT 出 カ = デジ タル 0 ) 
② rmgr= 大 (Dour 出力 = ミ マ イナ ス 側 オフ セッ ト ) 
③ InEgr= 小 (Dour 出力 = プラ ス 側 オ フ セ ッ ト ) 
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オフ セット , InEFr の 最終 微 調 は , TD6704P (C DA コン バー タ を 直結 する と と で , 容易 に 行 
揮 邊 す 。 

つま り , 実際 に アナログ 信号 (例え ば 「=1kHllz, Vp-。 全 8.5V, 正弦 波 ) を 入力 し な が ら , 
オフ セッ ト の 調整 処理 お よび Inrr の 調整 処理 を 繰り 返す と と で , 最適 点 ( DA コン バー タ の 
TIID を 最小 に する ) へ の 合わ せ 込 み を 行ない ます 。 


( 坦 1 ) |ViNMAxl=1vYoMAxl で あり , YEEgA=ー10V と する と , |VonAxl= 8.5vV 
が 可能 で す 。 

(を ー 2 ) 応用 回 路 の 各 定 数 は , | ViNMAx|= 8.5V で 設計 し て いま す 。 

( 注 一 3 ) 積分 アン プ 出 力 信号 (AOUTL, AOUTR) の 上 限 ピ ー ク は , クラ ンド レベ ル 人 対し 
て 若干 余裕 を 持た せ て 下さ い 。 
上 限 ピ ー ク が グラ ンド レベ ル に 近い 場合 に , 低 域 の 特性 の 劣化 を 起 と す 場合 が あり 
ます 。 


TD6704P-11* 
時 ab 


さそ ーー で > 3 よ です マ こい 


